
ひとつの中間報告に思えてしかたがない．ここで，中  

間報告とさせて頂いたのは，複雑系の研究という大き  

な流れの中でのひとつの到達点という意味である．金  

融市場はもとより，雇用情勢や国と国との連携など，  

文字どおり複雑な動きをする対象を分析し，その特徴  

を把握することがどの程度可能になったのか，また，  

それらの結果はどのように実社会へ応用され得るのか．  

さらには問題点や限界のようなものまで．  

●ここまで書き進めて，改めて特集タイトルを見て，  

ある映画のスミスという登場人物（正確には人ではな  

いが）を思い出した．現実の写しとしての仮想世界が  

現実に影響を与える．これも創発なのであろうか．居  

間では息子がエージェントと対戦中である．  

（小沢利久）  

編集後記  

●自宅のMacの前に座り，この編集後記を書き始め  

たところである．私の後ろの書棚には，「複雑系」あ  

るいは「複雑性」という言葉の入った本がいくつか並  

（  んでいる． そのひとつ，ロジャー・リューインの「コ  

ンプレクシティへの招待」（徳間書店，1993）の目次  

には，「コンピュータの中の生命誕生」という章があ  

る．また，ミッチェル・ワールドロップの「複雑系」  

（新潮社，1996）には，「ガラス箱のなかの経済」とい  

う章がある．ちなみに，原本の発行年はどちらも  

1992年となっている．脱還元主義，カオスの緑，創  

発といった言葉に新たな世界を感じたころから既に  

10年が経っている．  

●このような私には，今回の特集は「複雑系」研究の  
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